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平成29年4月13日（木）　　　司会：佐々木　弘子　記録：馬場　勇治
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・寺地啓喜様、水梨礼子様、飯田修子様、本日デイケア見学となっている。

・5/3(水)～5/5(金)までの行事をスタッフ間で話し合い、本日中に小嶋SGMまで報告すること。最終報告は、プログラム担当者(馬場・田中)が行う。

・園芸療法に関する企画書を4/20（木）に提出してください。
・プログラム検討会の議事録を個人宛てにメールで送っているため、確認するように。特に、担当プログラムが変わっている人は作成時に注意するように。
・4/14(金)12:00までに部署懇談会の抱負をSGMにメールで送ること。

・平成29年度研修旅行の日程と参加者について

　　6/8、6/9：會津、藤田、石橋

　　6/28、6/29：馬場、慶長、斎藤、小川

　　7/12、7/13：小嶋、菅原、服部

　　日帰り（子ども同伴）：田中、佐々木、工藤

　　日帰り（子どもなし）：戸賀沢、恵谷となっている。

＜利用者様情報＞

デイケア

・松川　順子様～主治医に上手く自身の症状を伝えられないとの訴えがあり、スタッフと共に主治医に伝えたいことをメモとして作成している。本日、本人より作成したメモを元に自身の症状を上手く伝えられたと話している。今後も、伝えたいことは予めメモを作成しその内容を主治医に伝えていくこととしている。
・根地戸　恵様～具合が悪いとスタッフに症状の悪化を訴えており傾聴している。詳細を尋ねると、頭がモヤモヤすると話している。心当たりを尋ねると、昼食後残飯を捨て片付ける際に他利用者様から、スタッフが片付ける為必要ないと言われ、その発言に対して、自分が怒られたと感じ苛々してしまったことがあったと話している。また、その際に別の利用者様に、苛立ちをぶつけてしまったと話しており、そのことを本人に謝罪している。
・山下　秀子様～うつ病であり、現在服薬による治療をしており、増薬を希望しているが、肝機能がよくない為、運動等で気分転換を図るよう主治医から提案があり、4/12(水)デイケアを見学している。エアロビクスと栄養指導に興味を示している。次回は、4/19(水)の13時からのエアロビクスを見学･体験する予定とし、12:45に外来で待ち合わせとしている。(迎え:小嶋SGM)
・久保　興介様～本日体験利用実施。10：50頃来所し栄養指導のプログラムに参加し最後まで参加しており、最後まで参加出来た事を評価している。
・澤口　利香様～体重が2kg増えたことを気にしており、恥ずかしくて外に出られないと話している。体重を気にしすぎぬよう本人に伝えている。デイケアにて摂食障害に関して、直接治療的な介入はせず、本人の楽しめるプログラムを提供する等、二次的な介入をしていくこととする。
・小泉　晋哉様～本日、本人より電話連絡があり、車にて来所する途中でめまいや頭痛といった身体不調がある為、欠席するとのこと。帰宅の際には体調に気を付けて帰るよう伝えている。
・古舘　ヨリ様～昨日、グループホーム世話人より情報提供があり、先日デイケアにて、入院や死に対しての思いを話していたことに関して、詳細を聞いたとのこと。特定のグループホーム同居人(淡路智恵子様)の神に関する発言や、年金が貰えなくなるとの発言い対し、怖いと感じることや振り回されることがあると話している。また別の同居人(冨田紀子様)から「私の真似をしないで」と突然テレビを消されることがあると話している。上記同居人に「やられる」との幻聴が、聴こえることがあると話しており、それらのストレスの解消法として、間食を取ってしまうとのこと。本日のデイケアで本人に話を聞くと、同様の内容を話している。今後、グループホーム等でのストレスに関して、主治医やデイケアスタッフに話してストレスを解消していくよう伝えている。今後、本人の話を傾聴し、出来ていることはたくさん評価し、デイケアの場が気持ちが休める所になるよう関わっていく。
デイナイトケア
・千葉　輝夫様～いつもバスにて同車しているデイケア利用者様から、バスに乗って来なかったとの情報提供がある。その後息子様より電話連絡があり、本人へ連絡をしたらアパートに居たため、青陽館へ行くように伝えたとのこと。再度息子様より連絡があり、悪天候の為、12時半頃に来所するとのことで、息子様の送迎にて来所している。本日の状況について主治医へも情報提供していく。
・岩城　敏夫様～昨日まで風邪症状があったが、改善している。時折咳が出ることがあるとのこと。
・小向　武雄様～昨日風邪症状があったが、本日改善しており来所しているが、表情の冴えない様子が窺えており、引き続き様子を観察していく。
・倉橋　生子様～処方薬に変更があり、メコバラミン錠（0.5）1T×朝夕が止めになり、NEソフトカプセル（200）1T×朝夕に追加処方となっている。本日、気分の高揚は窺えないが、多弁である。引き続き様子を観察していくこととしている。
・鈴木真知子様～昨日、独語している様子窺え、不調の訴え聞かれている。頓服薬を服用するか確認すると、本人より服用を希望しており15：00に服用している。その後も不調の訴えは継続して聞かれている。帰荘後、嗜好品を取りに来ず訪室するとベッドの上で顔をしかめ、正座しうつ伏せになっている。その後再び訪室すると同じ姿勢でおり、体調も良くないと話しており頓服薬を服用しているとの情報提供がある。本日は、不調の訴え等はなく過ごしており、引き続き様子観察していく。
ナイトケア
・下妻　康貴様～昨日、来所時の体温測定にて37.0℃となっており、体調を質問している。不調は特になく、原因はわからないとのことで、時間が経過すると36.7℃まで解熱している。不調時には無理せず相談して欲しいことと、仕事でも無理をしないよう促すと「何かあったら相談するよ」と穏やかに返答している。

＜外来情報＞
・冨田　紀子様～本人希望により、通院間隔を毎週→1回/2週へ変更希望あり。理由としては自室の清掃時間に充てたいとのこと。通所の利用も継続できていることから、次回受診は2週間後の予定としている。

・奥山以依子様～デイナイトケア利用について5回は辛くないかと主治医に問われると「大丈夫です。何もすることないし。」と返答している。ポケットティッシュの外包を収集していると情報提供があり、主治医より不要ではないかと伝え、捨てるよう助言している。

・船場　幸子様～デイケア利用について本人は3回が適度であるとのこと。9日に姉様と外出してきたことを話している。

・中居美津子様～青南病院での医療費の未納があり、本日声掛けしている。本人は払っていますと返答している。また、福井整形外科への通院もしており、調剤薬局へは未払いがあると話している。医療機関には未払いなしとのこと。

・鹿原　博夫様～不調なし。淡々と幸房作業についての質問に回答している。

・前野　義勝様～臀部に湿布を貼った後、湿疹が出たとのこと。かぶれていることからデルモゾールDP処方となる。腰痛の訴えは持続しマッサージ等行っているとのこと。出費について心配している。

・根地戸　恵様～気分がやや高い様子窺える。デイケアにて自身のロッカーを開けたら、タバコ臭いと感じ嫌だったと話している。臭いに敏感になりやすい為、あまり気にし過ぎないよう助言受けている。減薬希望があるが、注射薬を減量中の為、経過観察となる。

・松川　順子様～物が変に見えると不安になり、疲れて緊張が強いと話している。頓服薬は夕から夜にかけて、夕食後1時間位で内服し対応しているとの事。幻視様の症状は頓服薬で対応する様に助言している。

・若松　邦生様～生活は安定しているとのこと。原稿書きを頑張り過ぎている為、無理しないように助言受けている。睡眠は問題ないが、食事は自分で作ると内容が同じようになってしまうと話している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　植村　啓祐　様　）

実施日：H29年4月13日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当チーム：赤坂、工藤

参加者：小嶋、慶長、馬場、戸賀沢、佐々木、赤坂、斎藤、田中
検討内容　計画の見直し、検討

	氏名
	植村　啓祐　様
	性別
	男
	年齢
	31
	生年月日
	S59.12.26

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り､自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	現在の生活を維持し、今後は就労日を増やしデイケアを卒業したい。

	家族希望
	引きこもりから脱してほしい。いずれ就労してもらいたい。

	入院歴
	計　0　回

	通所歴
	1回目

· 今回：H27.10.8～現在（週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：八戸市にて祖父母宅で生活。近隣にて母親･次妹が生活しており､母親が頻回に行き来している。

家族状況：主援助者は母親で､治療に協力的。障害に対して否定的な感情が強く､｢手帳を取ったり､障害者雇用で働いたりすることで､本人の履歴に書かれるのが不安（いずれ一般就労する際に）｣等と話している。本人が引きこもった生活をしていることを心配しており､いずれ就労してもらいたいと感じている。
	家族構成














	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①自ら他者へ挨拶することが出来る。
	①他者より声をかけられた際､交流することが出来る。
	①職員より声をかけられた際､自分の気持ちを伝えることが出来る。
	①来所時等､他利用者や職員へ自ら挨拶するよう心掛ける。職員は､挨拶や体調確認､日常会話等を頻回に行い､また､他利用者と交流出来るような場をプログラム等でセッティングして､本人に負担がない程度で交流機会が増やせるよう支援する。

	②デイケアの利用日数を徐々に増やし､就労に必要な生活リズムや体力等の基本技能の獲得が出来る。
	②デイケア利用中､プログラムへ欠席なく参加し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②不調時等を除き､デイケアを遅刻･欠席なく利用し､プログラムへ参加する。職員は､本人が欠席･遅刻した際は状況の振り返りを行い､対処方法を共に検討。また､本人のタイミングで利用日数を徐々に増やせるよう面談を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①職員より声をかけられた際､自分の気持ちを伝えることが出来る。
	通所の環境に慣れ、対人緊張は緩和されている。他者へ自分から話し掛けることは少ない事に変わりはないが、対人交流の際の表情などは和らいでおり過度の緊張はなく交流すること出来ている。

必要に応じて職員へ相談することや、職員からの声かけに応じられ､自分の気持ち等を表現することが出来ている。しかし、就労に慣れた時期に不眠になることあり。本人は「調子はいい」と話すが、不調のサインを自覚できず見逃す可能性があると考えられる。
	就労に慣れた時期に不眠と自身の体調に関して、不調のサインなど自覚できない可能性あり。定期的に面談を行うなどし、本人の調子の把握、また自身の調子を振り返る機会を作り無理なく就労のステップアップを図る事が出来るよう関わりが必要。

	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	遅刻･欠席することなくデイケア利用を継続している。また、就労継続支援B型ラボーロ利用を開始しているがそちらも問題なく継続することできている。

本人は、「生活リズムを守るためにもデイケアは必要だと思う」と話しているため、生活の維持に必要な支援と考えている様子あり。
	本人が生活リズムの維持の為にデイケア利用が必要と考えている為、現在の生活を維持し自信を持てるような関わりが必要。本人の病状や意思､体力、疲労感等を確認しつつ、現在の生活が維持出来るよう、計画を継続。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①安定した病状を維持することができる。
	①不調や悩みを自覚し、医師や職員へ自ら相談して､解決方法を考えることが出来る。
	①不調や悩みを自覚できるようになり、自ら医師や職員へ相談できる。
	①定期的な面談を行い本人から話せる環境を作っていく。不調や悩みがあった際は環境調整･休養･医師への相談など解決方法を職員とともに考える。

	②デイケアの利用日数を徐々に増やし､就労に必要な生活リズムや体力等の基本技能の獲得が出来る。
	②デイケア利用中､プログラムへ欠席なく参加し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②デイケアを遅刻･欠席なく利用し､生活リズムや体力等の向上を図ることが出来る。
	②不調時等を除き､デイケアを遅刻･欠席なく利用し､プログラムへ参加する。職員は､本人が欠席･遅刻した際は状況の振り返りを行い､対処方法を共に検討。


